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ロビー展「地元在住の画家・写真家がたどる『五足の靴』絵画展・写真展」の開催ロビー展「地元在住の画家・写真家がたどる『五足の靴』絵画展・写真展」の開催

平成2 2年8月2 4日

• 　ふくおかフィナンシャルグループ（取締役会長兼社長

 

谷

 

正明）は、グループCSR活動方針に基づく『生涯学

 

習支援』の一環として、ロビー展「地元在住の画家・写真家がたどる『五足の靴』絵画展・写真展」を当社グルー

 

プの５営業拠点で下記のとおり開催いたします。

• 　明治40年夏、与謝野鉄幹をはじめとする5人の詩人により発表された『五足の靴』は、FFGのホームグラウン

 

ドである福岡・熊本・長崎を中心とした九州各所を舞台とする紀行文です。本ロビー展では、明治の文学界に大

 

きな足跡を残した『五足の靴』に登場する様々な場面を、今を活躍する九州在住の芸術家たちが新たな視点で捉

 

え、描いた作品を展示いたします。

• 　時代を越えて、今、新たな息吹をあげる『五足の靴』の世界をお楽しみください。

記

１．『五足の靴』とは

『五足の靴』は、1907（明治40）年8月7日から9月10日の間、「東京二

六新聞」紙上にて「五人づれ」の名で連載された紀行文です。

「五人づれ」とは、新詩社を主宰する当時35歳の与謝野寛（鉄幹）およ

びその同人である20代の若き詩人たち（北原白秋、吉井勇、木下杢太郎

〔太田正雄〕、平野万里）のこと。7月下旬から8月末にかけて福岡・熊

本・長崎を中心とする九州各所を探訪した思い出が、「五足の靴が五個の

人間を運んで東京を出た」という書き出しで綴られています。

この九州の旅で、異国情緒に彩られた南蛮文化に触れた彼らの作品は、明

治末から大正期にかけての文壇に「南蛮趣味」の流行をもたらす起因にも

なったと言われています。

３．実施概要

《 本件に関するご照会先 》

ふくおかフィナンシャルグループ　経営企画部　担当：川畑

TEL　092 – 723 – 2502 

展 示 物 紀行文『五足の靴』（主に福岡・熊本・長崎の3県）をテーマにした地元芸術家による絵画・写真

開 催 場 所

開 催 期 間

FFGグループ下記5拠点にて、9/6（月）～11/12（金）の間、2週間ずつ開催

福岡銀行　　　　　　本店営業部：9/6（月）～ 17（金）　 小倉支店 ：9/21（火）～ 10/1（金）

親和銀行　　　　　　長崎営業部：10/4（月）～ 15（金） 本店営業部：10/18（月） ～ 29（金）

熊本ファミリー銀行　本店営業部：11/1（月）～ 12（金）

※　開催時間：平日9:00～15:00（親和銀行長崎営業部のみ平日9:00～20:00）

協 賛 「五足の靴・文化フォーラム in 九州」実行委員会／福岡県文化団体連合会

【旅程図：『五足の靴』の足跡】

２．目的・主旨

『五足の靴』には、FFGグループのホームグラウンドである北部九州3県
の情景が活き活きとした筆致で描かれています。

本作品のファンの方にも、また今回初めて触れるという方にも、本ロビー

展をきっかけに『五足の靴』への興味・関心を高めていただくことで、

ふるさとの情景（歴史の変遷）や、地域との共生について考える機会に

つながれば幸いです。

また、本ロビー展で展示する作品は、明治期の文学界に大きな足跡を残した『五足の靴』の世界観を、地元芸術家が新た

な視点で捉え、制作した絵画・写真の数々です。こうした展示会を通じて、地元芸術家の活躍の場をご提供しています。
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